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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第98期 

第１四半期連結 
累計期間 

第99期 
第１四半期連結 

累計期間 
第98期 

会計期間 
自平成28年４月１日 
至平成28年６月30日 

自平成29年４月１日 
至平成29年６月30日 

自平成28年４月１日 
至平成29年３月31日 

売上高 （百万円） 4,901 5,561 19,590 

経常利益 （百万円） 208 842 1,491 

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 

（百万円） △191 530 933 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △377 995 1,935 

純資産額 （百万円） 25,504 28,654 27,759 

総資産額 （百万円） 34,420 38,482 37,621 

１株当たり四半期（当期）純利

益又は１株当たり四半期純損失

（△） 

（円） △4.28 11.89 20.91 

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 66.7 67.2 66.5 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績に加え雇用環境の改善が見られ、また個人消

費においても底堅い動きを見せていることから、緩やかな回復基調で推移しました。一方海外においては、米国経

済は雇用情勢の改善を受け概ね堅調に推移しつつも、欧米の政治リスクや中国及びアジア新興国における経済鈍化

などもあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの主要取引先であります国内鉄鋼業界におきましては、当第１四半期連結累計期間における粗鋼生 

産量は前第１四半期連結累計期間比0.5％減の2,608万トンとなりました。このような環境のもと、当社グループは

品質第一の考えをもとに売上増加と生産性向上に全力で取り組んでまいりました。主力製品である製鋼用耐火物を

はじめ、ファインセラミックス等の先端素材技術や環境創造技術へ挑戦し、コスト削減など経営合理化も進めてま

いりました。その結果、当第１四半期連結累計期間においては、次の通りの経営成績となりました。

売上高は55億61百万円（前年同期比13.5％増）、利益面では、営業利益は7億4百万円（前年同期比66.6％増）、

経常利益は8億42百万円（前年同期比304.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は5億30百万円（前年同期は

1億91百万円の損失）となりました。

セグメントの業績は、次の通りであります。

①日本

国内の売上高は41億61百万円（前年同期比21.6％増）となりました。また、セグメント利益は6億46百万円（前年

同期比66.3％増）となりました。

②北米

北米の売上高は5億30百万円（前年同期比10.1％減）となりました。また、セグメント損失は2百万円（前年同期

は0百万円の利益）となりました。

③ヨーロッパ

ヨーロッパの売上高は6億32百万円（前年同期比0.5％増）となりました。また、セグメント利益は39百万円（前

年同期比0.8％減）となりました。

④アジア

アジアの売上高は1億27百万円（前年同期比0.5％増）となりました。また、セグメント利益は11百万円（前年同

期比11.7％減）となりました。

⑤その他

その他の売上高は1億8百万円（前年同期比17.3％減）となりました。また、セグメント利益は37百万円（前年同

期比10.1％増）となりました。

(2)財政状態 

（流動資産） 

流動資産の残高は前連結会計年度末に比べ4億8百万円増加し、223億24百万円となりました。その主な要因は受取

手形及び売掛金の増加（2億2百万円）によるものであります。 

（固定資産） 

固定資産の残高は前連結会計年度末に比べ4億52百万円増加し、161億57百万円となりました。その主な要因は、

株価上昇に伴う投資有価証券の増加（5億2百万円）によるものであります。 

（負債） 

負債の残高は前連結会計年度末に比べ33百万円減少し、98億27百万円となりました。その主な要因は、短期借入

金の減少（3億93百万円）及び賞与引当金の増加（2億34百万円）によるものであります。 

（純資産） 

純資産の残高は前連結会計年度末に比べ8億94百万円増加し、286億54百万円となりました。その主な要因は、利

益剰余金の増加（4億41百万円）及びその他有価証券評価差額金の増加（3億45百万円）によるものであります。 
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(3)事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次の通りであります。

① 当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

近時、わが国の資本市場においては、対象となる会社の経営陣との十分な協議や合意を得ることなく、一方的に

大量の株式の買付を強行するといった動きが顕在化しつつあります。これが当社の企業価値ひいては株主共同の利

益に資するものであれば、資本市場のルールに則り、かかる買付行為を全て否定するものではありませんが、この

ような株式の大規模買付の中には、その目的等から見て、企業価値ひいては株主共同の利益に対する明白な侵害を

もたらすもの等も少なくありません。当社は当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なう恐れ

のある不適切な大規模買付行為又はこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する

者としては適切ではないと考えております。このような者による大規模買付に対しては、当社は必要かつ相当な対

抗措置をとることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

② 基本方針実現のための取組み

当社は「仕事を通じて世界に喜びと感謝の輪を広げる」ことを社是とし、独創的な技術による新しい価値創造を

通じて社会の発展に貢献していくことを経営の基本理念として、安定的な収益の創出と持続的な発展を目指してき

ました。

その実現のため、経営上の組織体制や仕組みを整備し、必要な施策を実施しつつ、効率性を追求した経営の実現

に取り組んで参りました。また、内部監査体制の整備、コンプライアンス委員会等の設置により、ガバナンス機能

の強化にも意をもちつつ、グループ全体の企業価値及び株主の皆様の共同の利益を確保し、または向上させること

を目指して事業展開を行っております。

③ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組み

当社は、株式の大規模買付行為に関する対応策（以下、「本プラン」といいます。）を導入しております。

本プランは、当社株式の大規模買付行為が行われる場合に、株主の皆様が適切な判断をされるために必要・十分

な情報と時間を確保するとともに、買収者との交渉の機会を確保すること等により、当社の企業価値ひいては株主

の皆様の共同の利益の確保または向上を目的としています。

本プランは、特定の株主グループの議決権割合を20％以上とすることを目的とする当社株式の買付行為、又は結

果として、特定の株主グループの議決権割合が20％以上となるような当社の株式の買付行為又はこれに類するよう

な行為あるいはその提案がなされる場合を適用対象とします。大規模買付ルールにおいては、これらの大規模買付

行為を行う者に対して意向表明書や大規模買付情報等の提出を求めることとし、この大規模買付ルールが遵守され

ない場合、あるいは当該大規模買付行為が当社に回復しがたい損害をもたらすものであることが明らかな場合に

は、当社取締役会は、独立した第三者機関である、特別委員会の助言を受け、また必要に応じて外部専門家等の助

言を得たうえで、株主共同の利益の保護を目的として、新株予約権の無償割当その他法令及び当社定款が取締役会

の権限として認める措置をとり、大規模買付行為に対抗することがあります。

④ 上記取組みが基本方針に沿い、当社の株主の共同の利益を損なうものではなく、当社の役員の地位の維持を目

的とするものではないこと及びその理由

本プランの目的は、大規模買付行為が企業価値・株主価値を高めるものであるのか、株主の皆様がご判断される

ための情報を確実に入手できる手段と判断のための時間を確保することです。最終的な判断は、株主の皆様にあり

ます。当該大規模買付行為が当社に回復しがたい損害をもたらすものであることが明らかな場合を除き、原則とし

てルールが遵守されている限り当該大規模買付行為に対する対抗措置を発動するものではありません。

以上の通り、本プランは、企業価値・株主価値の適正な判断に資するものであり、当社の役員の地位の維持を目

的とするものではありません。

なお、本プランの有効期限は、平成32年６月に開催予定の当社第101回定時株主総会の終結時とされています。ま

た、有効期間の満了前であっても、①株主総会において本プランを廃止する旨の決議が行なわれた場合、②取締役

会により本プランを廃止する旨の決議がなされた場合には、その時点で廃止されることになります。

(4)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億36百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 181,908,000

計 181,908,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 45,477,000 45,477,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 45,477,000 45,477,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数

（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額 
（千円）

資本準備金残高
（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 45,477 － 2,398,000 － 52,454

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式（自己株式等） ─ ─ ─

議決権制限株式（その他） ─ ─ ─

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     850,000
─ ─

完全議決権株式（その他） 普通株式  44,603,000 446,030 ─

単元未満株式 普通株式      24,000 ─ ─

発行済株式総数 45,477,000 ─ ─

総株主の議決権 ─ 446,030 ─

（注）「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数40個が含まれております。

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

東京窯業株式会社
東京都港区港南二

丁目11番１号
850,000 ― 850,000 1.86

計 ― 850,000 ― 850,000 1.86

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、名古屋監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,380,639 9,261,024 

受取手形及び売掛金 6,708,701 6,911,416 

製品及び外注品 2,566,504 2,740,732 

仕掛品 1,200,677 1,276,798 

原材料及び貯蔵品 1,726,252 1,777,192 

その他 350,267 376,430 

貸倒引当金 △17,158 △19,065 

流動資産合計 21,915,883 22,324,529 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,069,361 2,044,520 

窯炉、機械装置及び運搬具（純額) 1,648,305 1,593,092 

土地 4,789,703 4,790,713 

その他（純額） 269,832 304,727 

有形固定資産合計 8,777,202 8,733,053 

無形固定資産 57,505 54,428 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,634,842 7,137,219 

その他 316,427 313,769 

貸倒引当金 △80,546 △80,546 

投資その他の資産合計 6,870,723 7,370,442 

固定資産合計 15,705,431 16,157,925 

資産合計 37,621,315 38,482,454 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,276,324 1,336,803 

短期借入金 4,388,904 3,995,840 

未払法人税等 378,412 250,983 

賞与引当金 324,675 558,700 

その他 737,799 754,821 

流動負債合計 7,106,117 6,897,149 

固定負債    

繰延税金負債 426,295 577,619 

役員退職慰労引当金 697,568 710,357 

退職給付に係る負債 1,559,397 1,570,125 

その他 72,323 72,598 

固定負債合計 2,755,584 2,930,701 

負債合計 9,861,701 9,827,850 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,398,000 2,398,000 

資本剰余金 2,462,006 2,462,007 

利益剰余金 18,837,015 19,278,229 

自己株式 △163,802 △163,785 

株主資本合計 23,533,219 23,974,451 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,641,745 1,987,713 

繰延ヘッジ損益 22 － 

為替換算調整勘定 △155,991 △119,033 

その他の包括利益累計額合計 1,485,776 1,868,679 

非支配株主持分 2,740,617 2,811,473 

純資産合計 27,759,613 28,654,603 

負債純資産合計 37,621,315 38,482,454 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 4,901,247 5,561,370 

売上原価 3,596,506 3,906,741 

売上総利益 1,304,741 1,654,628 

販売費及び一般管理費 882,000 950,428 

営業利益 422,741 704,200 

営業外収益    

受取利息 1,416 1,361 

受取配当金 62,538 75,662 

為替差益 － 43,547 

不動産賃貸料 18,911 19,274 

その他 6,362 7,025 

営業外収益合計 89,228 146,871 

営業外費用    

支払利息 5,497 5,406 

為替差損 294,925 － 

不動産賃貸原価 3,060 3,041 

その他 23 100 

営業外費用合計 303,507 8,549 

経常利益 208,462 842,522 

特別利益    

固定資産売却益 3,183 356 

特別利益合計 3,183 356 

特別損失    

固定資産廃棄損 750 2,183 

投資有価証券評価損 437,073 － 

特別損失合計 437,824 2,183 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△226,178 840,694 

法人税等 △13,921 243,291 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △212,256 597,403 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△21,124 66,936 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△191,132 530,467 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △212,256 597,403 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △62,226 345,854 

繰延ヘッジ損益 － △22 

為替換算調整勘定 △102,987 52,453 

その他の包括利益合計 △165,214 398,285 

四半期包括利益 △377,471 995,689 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △330,920 913,370 

非支配株主に係る四半期包括利益 △46,550 82,318 
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

連結会社以外の会社等の金融機関からの借入金に関し次の通り保証を行っております。

前連結会計年度
（平成29年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

（医・社）浩養会 103,150千円 （医・社）浩養会 98,380千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成28年４月１日
至  平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成29年４月１日
至  平成29年６月30日）

減価償却費 181,466千円 183,307千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日  至 平成28年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日 

定時株主総会
普通株式 44,627 1 平成28年３月31日 平成28年６月30日  利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日  至 平成29年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額 
（千円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 89,253 2 平成29年３月31日 平成29年６月30日  利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント（耐火物関連事業） 
その他 
（注） 

合計 
  日本 北米 ヨーロッパ アジア 計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
3,423,287 590,366 629,217 127,262 4,770,133 131,113 4,901,247 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

657,205 742 8,413 － 666,361 221,254 887,615 

計 4,080,492 591,109 637,631 127,262 5,436,494 352,368 5,788,862 

セグメント利益 389,054 923 40,330 13,357 443,666 34,079 477,745 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連製品、窯業機械

器具、建築、修繕、運輸等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 443,666

「その他」の区分の利益 34,079

セグメント間取引消去 36,794

全社費用（注） △91,799

四半期連結損益計算書の営業利益 422,741

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント（耐火物関連事業） 
その他 
（注） 

合計 
  日本 北米 ヨーロッパ アジア 計 

売上高              

外部顧客への売

上高 
4,161,743 530,803 632,440 127,947 5,452,934 108,435 5,561,370 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

707,082 － 18,957 975 727,014 222,444 949,459 

計 4,868,825 530,803 651,398 128,922 6,179,949 330,879 6,510,829 

セグメント利益又

は損失（△） 
646,936 △2,092 39,991 11,799 696,635 37,514 734,149 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連製品、窯業機械

器具、建築、修繕、運輸等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 696,635

「その他」の区分の利益 37,514

セグメント間取引消去 68,598

全社費用（注） △98,548

四半期連結損益計算書の営業利益 704,200

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純

損失（△）
△4円28銭 11円89銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△191,132 530,467

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

△191,132 530,467

普通株式の期中平均株式数（千株） 44,627 44,626

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月９日

東京窯業株式会社 

取締役会 御中 

 

名古屋監査法人 

 

 
代表社員
業務執行社員

  公認会計士 大西 正己  印 

 

  業務執行社員   公認会計士 山本 真由美 印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京窯業株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京窯業株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 


